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別添

特定防除資材としての指定が保留されている資材の取扱い（案）

Ⅰ 特定防除資材及び特定防除資材としての指定が保留されている資材について

１ 特定防除資材制度と保留資材

（１）無登録農薬の製造・使用禁止などを内容とする平成14年の農薬取締法改正において、

安全であることが明らかな資材が登録義務や使用規制を受けることのないよう、特定

防除資材（特定農薬）制度を創設した。

（２）平成14年末に実施した実態調査において情報提供のあった約740種の資材について

は、農業資材審議会農薬分科会及び中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会による

合同会合（以下、「合同会合」という。）において、特定防除資材として指定すべき

資材について検討を開始した。

（３）合同会合における検討等の結果、情報提供のあった資材のうち食酢、重曹及び一部

天敵については、特定防除資材として指定することとした。情報提供のあったその他

の資材については、農薬としての安全性等に関する情報が不十分であったため、特定

防除資材としての指定の判断を保留（以下、「保留資材」という。）し、安全性等の

情報を収集することとした。

２ 保留資材の取扱い

（１）保留資材については、農業生産現場で使用されているとの情報が提供されたため、

仮に防除目的に保留資材を使用したとしても、農薬効果を謳って販売しない限り、暫

定的に使用者が自分の責任と判断で使うことを可能とした。

（２）その後、科学的知見から、安全性に問題がある資材（ナフタレン等）を除外してき

たが、平成19年11月現在、475種類の保留資材が存在している。

Ⅱ 今後の対応方向

１ 保留資材の整理

平成19年10月30日に開催された農業資材審議会農薬分科会特定農薬小委員会及び中央

環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会第8回合同会合において了承されたことを踏まえ、

保留資材については、下記の方針により整理を行うこととする。

① これまで保留資材としてきた資材について、有機農家等に対する調査を通じて、使

用資材及び使用目的を把握する。

②－１ 使用実態があるとされた資材については、提供されたデータを用いて安全性及

び薬効について確認を行う。

②－２ 使用実態が把握できない資材については、今回のパブリックコメントにおいて、

さらに情報を収集し、使用実態の有無を明らかにする。

③ これらの情報収集の結果及びこれまでの合同会合での審議内容等を踏まえ、２「具

体的な区分及び取扱いに従って区分Ａに分類された資材について、特定防除資材とし

ての指定の可否を、次回（第9回）の合同会合以降検討する。また、区分Ｃに分類さ

れた資材について、保留資材から除外する等の対応を行う。
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２ 具体的な区分及び取扱い

区分Ａ：既に農林水産省・環境省にデータが提出されているか、現場で使用されている

資材→指定の可否について検討

これまでの合同会合にデータが提出されている木酢液及び電解水、並びに現在事務

局でデータを検討中の資材については、本区分に該当するものとして取り扱う。

本区分に分類される資材については、今後、評価基準に従って安全性及び薬効につ

いて確認を行い、特定防除資材としての指定の可否について検討を行う。

区分Ｂ：現時点で使用に関する情報が得られていない資材

→情報を収集の上、取扱いを整理

本区分に分類される資材のうち、今回のパブリックコメントにおいて使用実態（有

効性、安全性に関する情報を含む）を有するとして情報提供がなされ、その妥当性が

確認できた資材については区分Ａに分類する。

一方、情報提供がなされなかった資材、あるいは提供された情報から有効性や安全

性について適切な情報が得られなかった資材については、使用実態が確認されなかっ

たものとして、保留資材から削除する。

区分Ｃ：保留資材から削除する資材

以下のような資材については、保留資材から削除する。

① これまでの合同会合で個別資材毎に薬効等を検討した結果、特定防除資材に該当

しないと判断された資材

② 文献等により、ヒト等に対して一定以上の毒性を有している資材

③ 農薬取締法及び他の法令で既に規制されている資材

・人畜に対する安全性に係る法令等（食品衛生法、消防法等）により規制等が行

われている資材

・環境安全性に係る法令等（家畜排泄物法、化管法等）により規制等が行われて

いる資材

④ 過去の合同会合において整理してきた特定防除資材の要件から、特定防除資材に

該当しないと判断できる資材

⑤ 定義が不明確で評価・指定の対象とならない資材(魚、カニ類、いね科作物、灰、

洗濯廃液等）

３ 区分Ｃに分類された資材の取扱い

（１）上記の①、④に分類された資材は、特定防除資材に該当しないことから、使用者の

責任と判断で使用することは何ら問題のない資材として取り扱う。ただし、防除に用

いうる資材として宣伝することは、農薬取締法に抵触するおそれがあるので、宣伝等

は行わないよう指導する。

なお、これらの資材について、評価基準に従って必要なデータが提出された場合は、

指定の可否について検討を行う。
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（２）②に分類された資材は、安全性に問題がある可能性があることから、農作物等に対

して使用しないよう指導を行うべき資材として取り扱う。

なお、これらの資材であっても、製造方法を明確にすること等により安全性に関す

る問題が解決できることが示され、かつ評価基準に従って必要なデータが提出された

場合は、指定の可否について検討を行う。

（３）③、⑤に分類された資材については、農作物等の病害虫防除に使用しないよう指導

を行うべき資材として取り扱う。
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区分とその取扱い（概念図） 

区分Ａ：既に農林水産省・環境省にデータが提出されているか、現場で

使用されている資材 
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区分Ｃ：保留資材から削除する資材 

※ 取扱いが点線で囲まれている資材については、評価基準に従って必要なデータが提出された場合は、指定の可否につい

て検討。 

今後の取扱い※ 
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【 区分Ａ 】 ２ ６資材

（ １ ） イン ドセンダンの実 ・樹皮 ・葉

（ ２ ）ウエスタン ・レ ッ ド ・ シーダー （ ヒ ノキ科ネズコ属樹木 ）

（ ３ ） ヒ ノキの葉

（ ４ ） ヒ ノキチオール （ ヒ ノキ科植物から水蒸気蒸留 ）

（ ５ ） ホソバヤマシゾ （シソ科 ）

（ ６ ）木酢液

（ ７ ）竹酢液

（ ８ ）片栗粉 （ばれいしょデンプン ）

（ ９ ） コーンスターチ

（ １ ０ ）米デンプン

（ １ １ ） 麦 デン プ ン

（ １ ２ ） シ ョウガ

（ １ ３ ）焼酎 （泡盛 ）

（ １ ４ ）糖蜜

（ １ ５ ）ワサビ根茎

（ １ ６ ） ニンニク根茎

（ １ ７ ）ネギの地上部

（ １ ８ ） ヒバ油 （ ヒ ノキチオール ）

（ １ ９ ）食用天然ハーブ精油

（ ２ ０ ）陳皮 （ ミカンの皮 ）

（ ２ １ ） イ ギ ス 海 藻 （ サ ン ゴ 海 藻 ）

（ ２ ２ ） 月 桃 （ シ ョ ウ ガ 科 ゲ ッ ト ウ ）

（ ２ ３ ） 糖 類

（ ２ ４ ）酸性電解水

（ ２ ５ ） メチオニン （ア ミ ノ酸 ）

（ ２ ６ ） デキ ス ト リ ン
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【 区分Ｂ 】 １ ４ ８資材

（ １ ） イチジク樹液

（ ２ ）オクラ （木本性植物 (野菜のオクラではない )）

（ ３ ） カキ殻

（ ４ ）柑橘類 （オレンジ ・グレープフルーツ ）種子

（ ５ ） ステビア （キク科の甘味植物 ）

（ ６ ）茶の葉

（ ７ ）肉桂 ・桂皮 （ニッキ ・シナモン ）

（ ８ ）灰 （原材料 ：カシの葉 ）

（ ９ ）灰 （原材料 ：もみ殻 ）

（ １ ０ ） ヒバ木材

（ １ １ ）ペパーミン トの葉

（ １ ２ ）籾殻酢液

（ １ ３ ）ヤマイモキチナーゼ

（ １ ４ ）ユーカリ油

（ １ ５ ） レモングラス （ イネ科 ）

（ １ ６ ）苦棟 （ クレン ：センダンの樹皮 ）

（ １ ７ ）木酢タール

（ １ ８ ）グレープフルーツの種子

（ １ ９ ） ビール

（ ２ ０ ） コーヒー粕

（ ２ １ ） コーヒーの実

（ ２ ２ ） アゼツシマミ ミズ

（ ２ ３ ） イ タ ドリ

（ ２ ４ ） イチ ョウ

（ ２ ５ ）ウコン

（ ２ ６ ）オウゴン （シソ科コガネバナの根 ）

（ ２ ７ ）オオバコ

（ ２ ８ ） カ ッ コン （マ メ科クズの根 ）

（ ２ ９ ）活性炭 （原材料 ：おが くず ）

（ ３ ０ ）活性炭 （原材料 ：もみ殻 ）

（ ３ １ ）活性炭 （原材料 ：ヤシ殻 ）

（ ３ ２ ）甘草 （マメ科カンゾウ ）

（ ３ ３ ） ク ララ （苦参 ）

（ ３ ４ ） ゴマ油

（ ３ ５ ）山椒葉

（ ３ ６ ） シルクパウダー

（ ３ ７ ） スギナ

（ ３ ８ ） セイロンシナモン

（ ３ ９ ）赤色イオウ細菌

（ ４ ０ ） センブリ （ リン ドウ科 ）

（ ４ １ ） ダイオウ （大蒜 （ タデ科 ） ）

（ ４ ２ ） チ ョウセンニンジン （根茎 ）

（ ４ ３ ） チ ョウセンニンジン （葉 ）

（ ４ ４ ） トウガラシ果実

（ ４ ５ ） ド クダ ミ
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（ ４ ６ ） ナツ メ

（ ４ ７ ）ナンテン

（ ４ ８ ）乳酸菌

（ ４ ９ ）ハ ッカ

（ ５ ０ ）ハマスゲ

（ ５ １ ） ヒ ノキ

（ ５ ２ ） ヒバ

（ ５ ３ ）ひまし油

（ ５ ４ ） ビワの葉

（ ５ ５ ） プロポリス

（ ５ ６ ）ペニシリウム ・ピラーイ菌

（ ５ ７ ）ホ ッキ貝貝殻

（ ５ ８ ） マタタビ果実

（ ５ ９ ）黄柏 （ ミカン科キハダの樹皮 ）

（ ６ ０ ）黄蓬

（ ６ １ ）黄連 （キンポウゲ科オウレンの根 ）

（ ６ ２ ）黄芍

（ ６ ３ ）海人草 （かいにんそう ：ふじまつも科 ） ・ マクリ

（ ６ ４ ）鬼杖根

（ ６ ５ ）香甘菊

（ ６ ６ ）山麻杵

（ ６ ７ ）紫草 （シソウ ：ムラサキ科ムラサキ ）

（ ６ ８ ）小通草 （シ ョウツウソウ ）

（ ６ ９ ）松節油

（ ７ ０ ）石椒草

（ ７ １ ）蒼求 （ ソウジュツ ：キク科ホソバオケラの根 ）

（ ７ ２ ）大血藤

（ ７ ３ ）丹参 （ タンジン ：シソ科 ）

（ ７ ４ ）当帰 （セリ科トウキの根 ）

（ ７ ５ ）半夏 （ハンゲ ：サ トイモ科カラスビシャクの根 ）

（ ７ ６ ）番椒 （バンシ ョウ ）

（ ７ ７ ）百部根 （ビャクブコン ：ビャクブ科ビャクブの根 ）

（ ７ ８ ）椒目 （シュクモク ： ミ カン科カホクサンショウの種子 ）

（ ７ ９ ）芍薬 （ボタン科シャクヤクの根 ）

（ ８ ０ ）黄檗 （キハダ ）

（ ８ １ ）サイシン

（ ８ ２ ） センキュウ

（ ８ ３ ） タ イ ソウ

（ ８ ４ ）白参 （ハクジン （オタネニンジン ：根はチョウセンニンジン ） ）

（ ８ ５ ）キ トサン

（ ８ ６ ）オオイタ ド リ

（ ８ ７ ） クマザサ

（ ８ ８ ） エクロニア ・マキシマ （海藻 ）

（ ８ ９ ） ラ フマ

（ ９ ０ ） シ トロネラ

（ ９ １ ）菖蒲葉 （サトイモ科ショウブの葉 ）

（ ９ ２ ）ボウフウ葉

（ ９ ３ ） ラベンダー
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（ ９ ４ ） レ ッ ドクローバー

（ ９ ５ ） レンゲ

（ ９ ６ ）悪茄子

（ ９ ７ ）楠

（ ９ ８ ）馬尾松 （ばびしょ う ：中国産まつの 1 種 ）

（ ９ ９ ）琉球桑

（ １ ０ ０ ） L-プロリン

（ １ ０ １ ） 5-ALA
（ １ ０ ２ ）ア ミ ノレブリン酸

（ １ ０ ３ ）アルカリ性電解水

（ １ ０ ４ ）エチル -3-イン ドールアセテート

（ １ ０ ５ ）オゾン水

（ １ ０ ６ ）石鹸

（ １ ０ ７ ）脱酸素水

（ １ ０ ８ ） タンニン酸

（ １ ０ ９ ）ペプ トン

（ １ １ ０ ） ヒポキサンチン

（ １ １ １ ）マロン酸

（ １ １ ２ ）マロン酸二ナトリウム

（ １ １ ３ ）脂肪酸グリセリド （デカ ノイルオクタノイルグリセロール ）

（ １ １ ４ ） フマル酸二ナトリウム

（ １ １ ５ ） リグニンスルホン酸塩

（ １ １ ６ ） リンゴ酸二ナトリウム

（ １ １ ７ ） イ ノシン

（ １ １ ８ ） インド－ル酢酸

（ １ １ ９ ） カイネチン

（ １ ２ ０ ）過炭酸ナトリウム

（ １ ２ １ ） カテキン

（ １ ２ ２ ） カ フェイン

（ １ ２ ３ ） カ リ石鹸

（ １ ２ ４ ）酢酸カルシウム

（ １ ２ ５ ）システイン

（ １ ２ ６ ）水溶性セルロース

（ １ ２ ７ ）デカノイルオクタノイルグリセロール

（ １ ２ ８ ）テ トラオレイン酸ポリオキシエチレンソルビッ ト

（ １ ２ ９ ） ドデシルベンゼン （アルキルベンゼン ）

（ １ ３ ０ ） ト リプ トファン

（ １ ３ １ ） ト レハロース

（ １ ３ ２ ） フ ミン酸

（ １ ３ ３ ） フルボ酸

（ １ ３ ４ ） プロピオン酸アンモニウム

（ １ ３ ５ ）ベンジルアデニン

（ １ ３ ６ ）ポリエチレン

（ １ ３ ７ ）ポリオキシエチレン -5-ラウリルエーテル

（ １ ３ ８ ）ポリビニルアルコール

（ １ ３ ９ ）マグネシウム

（ １ ４ ０ ） カオリン

（ １ ４ １ ）ゼオライト
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（ １ ４ ２ ）セピオライト

（ １ ４ ３ ） アデニン

（ １ ４ ４ ） ステアリン酸ナトリウム

（ １ ４ ５ ）オレイン酸

（ １ ４ ６ ）石灰石

（ １ ４ ７ ）長石

（ １ ４ ８ ） ト リプ トン
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【区分Ｃ 】 ２ ９ ４資材

１．これまでの合同会合で個別資材毎に薬効等を検討した結果、特定防除資材

に該当しないと判断された資材（区分Ｃ－①： 90 資材）

（ １ ） ア オ サ

（ ２ ） 青 ジ ソ （ シ ソ ）

（ ３ ） ア オ ノ リ

（ ４ ） ア ケ ビ 果 実

（ ５ ） ア ル フ ァ ル フ ァ

（ ６ ） ア ル フ ァ ル フ ァ ペ レ ッ ト

（ ７ ） ア ロ エ

（ ８ ） イ ネ

（ ９ ） ウ イ ス キ ー

（ １ ０ ） オ ー ト 麦

（ １ １ ） オ リ ー ブ 油

（ １ ２ ） 果 糖 ぶ ど う 糖 液 糖

（ １ ３ ） カ ヤ の 実

（ １ ４ ） 寒 天

（ １ ５ ） キ ャ ベ ツ

（ １ ６ ） 牛 乳

（ １ ７ ） き ゅ う り

（ １ ８ ） ク ル ミ

（ １ ９ ） 鶏 糞

（ ２ ０ ） ケ ー ル

（ ２ １ ） コ ー ラ

（ ２ ２ ） コ シ ョ ウ の 実

（ ２ ３ ） 粉 ミ ル ク

（ ２ ４ ） 米 （ 強 化 米 、 く ず 米 な ど ）

（ ２ ５ ） 米 糠

（ ２ ６ ） コ ン ブ

（ ２ ７ ） 根 粒 菌

（ ２ ８ ） 砂 糖 （ 白 砂 糖 、 三 温 糖 、 黒 砂 糖 等 ）

（ ２ ９ ） サ ラ ダ 油 （ 市 販 品 ）

（ ３ ０ ） シ イ タ ケ

（ ３ １ ） シ ョ ウ キ ョ ウ

（ ３ ２ ） 食 塩

（ ３ ３ ） 除 虫 菊 粉 末

（ ３ ４ ） ス モ モ 果 実

（ ３ ５ ） ス ル メ イ カ

（ ３ ６ ） ソ ラ マ メ 果 実

（ ３ ７ ） ダ イ コ ン

（ ３ ８ ） 大 豆

（ ３ ９ ） た ば こ の 葉

（ ４ ０ ） ト ウ モ ロ コ シ 果 実

（ ４ １ ） 綿 実 油

（ ４ ２ ） ト マ ト

（ ４ ３ ） ナ シ 果 実
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（ ４ ４ ） ナ タ ネ 油

（ ４ ５ ） 納 豆

（ ４ ６ ） に が り

（ ４ ７ ） 日 本 酒

（ ４ ８ ） ニ ラ の 葉

（ ４ ９ ） ニ ン ジ ン

（ ５ ０ ） ネ ギ

（ ５ １ ） パ イ ナ ッ プ ル

（ ５ ２ ） 麦 芽

（ ５ ３ ） ハ ク サ イ

（ ５ ４ ） バ ナ ナ 果 実

（ ５ ５ ） パ パ イ ヤ

（ ５ ６ ） ブ ド ウ 果 実

（ ５ ７ ） ブ ド ウ 糖

（ ５ ８ ） 放 線 菌

（ ５ ９ ） ホ ウ レ ン ソ ウ

（ ６ ０ ） マ ー ガ リ ン

（ ６ １ ） ヤ マ イ モ 根 茎

（ ６ ２ ） ヨ ー グ ル ト

（ ６ ３ ） ヨ モ ギ

（ ６ ４ ） リ ン ゴ 果 実

（ ６ ５ ） レ モ ン 果 実

（ ６ ６ ） ワ イ ン

（ ６ ７ ） ワ ラ ビ

（ ６ ８ ） 植 物 生 育 促 進 菌 類 「 フ ォ ー マ 菌 」

（ ６ ９ ） 布 海 苔

（ ７ ０ ） 有 機 酸 カ ル シ ウ ム

（ ７ １ ） EDTA-4H のカルシウム塩

（ ７ ２ ） 硫 黄

（ ７ ３ ） エ チ レ ン グ リ コ ー ル

（ ７ ４ ） ク レ オ ソ ー ト （ ク レ ゾ ー ル ）

（ ７ ５ ） ジ ベ レ リ ン

（ ７ ６ ） 消 石 灰

（ ７ ７ ） 炭 酸 カ ル シ ウ ム

（ ７ ８ ） ナ フ タ リ ン

（ ７ ９ ） 生 石 灰

（ ８ ０ ） ホ ウ 酸

（ ８ １ ） ポ リ リ ン 酸 カ リ ウ ム

（ ８ ２ ） 水

（ ８ ３ ） 硫 酸 銅

（ ８ ４ ） 塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム

（ ８ ５ ） 塩 基 性 塩 化 銅

（ ８ ６ ） 灯 油

（ ８ ７ ） ア ミ ノ 酸

（ ８ ８ ） 各 種 微 量 要 素

（ ８ ９ ） 天 照 石

（ ９ ０ ） 光 明 丹
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２．文献等により、毒性を有している可能性がある資材（区分Ｃ－②： 30 資材）

（ １ ） 椿 サ ポ ニ ン

（ ２ ） Tyophora Asthmatica の 葉

（ ３ ） ア セ ビ

（ ４ ） お 茶 の 実

（ ５ ） キ ラ ヤ 材 （ シ ャ ボ ン の 木 ）

（ ６ ） 大 豆 サ ポ ニ ン

（ ７ ） 茶 の 実 の 粕

（ ８ ） ツ バ キ 油

（ ９ ） ツ バ キ 油 粕

（ １ ０ ） ツ バ キ の 種 子

（ １ １ ） ひ と で

（ １ ２ ） ユ ッ カ （ リ ュ ウ ゼ ツ ラ ン 科 ）

（ １ ３ ） ス ズ ラ ン

（ １ ４ ） ア ル キ ル エ ー テ ル 硫 酸 エ ス テ ル ナ ト リ ウ ム

（ １ ５ ） カ チ オ ン 界 面 活 性 剤

（ １ ６ ） ス チ レ ン ポ リ マ ー

（ １ ７ ） 乳 酸

（ １ ８ ） ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド

（ １ ９ ） メ チ ル ア ル コ ー ル

（ ２ ０ ） 塩 化 マ ン ガ ン

（ ２ １ ） 塩 酸

（ ２ ２ ） 尿 素

（ ２ ３ ） 無 水 硫 酸 銅

（ ２ ４ ） 硫 酸 第 一 鉄

（ ２ ５ ） 過 酸 化 カ ル シ ウ ム

（ ２ ６ ） 次 亜 塩 素 酸 カ ル シ ウ ム （ 高 度 サ ラ シ 粉 ）

（ ２ ７ ） ド ラ イ ア イ ス

（ ２ ８ ） ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル

（ ２ ９ ） グ ア ヤ コ ー ル

（ ３ ０ ） 安 定 化 二 酸 化 塩 素

３ ． 他 の 法 令 で す で に 規 制 さ れ て いる 資 材 （ 区 分 Ｃ － ③ ： 54 資 材 ）

（ １ ） 家 畜 屎 尿

（ ２ ） 堆 肥

（ ３ ） パ イ ナ ッ プ ル 酵 素

（ ４ ） 遺 伝 子 組 み 換 え 酵 母

（ ５ ） ウ サ ギ の 尿

（ ６ ） ウ サ ギ の フ ン

（ ７ ） 豚 の 尿 （ EM 菌 で 発 酵 ）

（ ８ ） 過 酸 化 水 素 水 （ オ キ シ ド ー ル ）

（ ９ ） 酢 酸 ボ ル ド ー （ 酢 酸 銅 ＋ 生 石 灰 の ボ ル ド ー 液 ）

（ １ ０ ） シ ア ナ ミ ド

（ １ １ ） 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム

（ １ ２ ） ア ス コ ル ビ ン 酸

（ １ ３ ） ギ 酸 カ ル シ ウ ム

（ １ ４ ） ク エ ン 酸 -3-カ リ ウ ム



- 13 -

（ １ ５ ） グ リ セ リ ン

（ １ ６ ） グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル

（ １ ７ ） 珪 砂

（ １ ８ ） 珪 藻 土

（ １ ９ ） コ ウ モ リ の 骨 を 腐 熟 さ せ た リ ン 酸 カ ル シ ウ ム

（ ２ ０ ） 酒 石 酸

（ ２ １ ） シ ン ナ ム ア ル デ ヒ ド

（ ２ ２ ） 水 酸 化 カ リ ウ ム

（ ２ ３ ） ソ ル ビ ッ ト

（ ２ ４ ） ソ ル ビ ト ー ル

（ ２ ５ ） 二 酸 化 ケ イ 素 (シ リ カ ゲ ル )

（ ２ ６ ） プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル

（ ２ ７ ） 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム

（ ２ ８ ） 塩 化 カ リ ウ ム

（ ２ ９ ） 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム

（ ３ ０ ） 脂 肪 酸

（ ３ １ ） エ タ ノ ー ル

（ ３ ２ ） オ ゾ ン

（ ３ ３ ） オ レ イ ン 酸 ナ ト リ ウ ム

（ ３ ４ ） ク エ ン 酸

（ ３ ５ ） コ ハ ク 酸 ナ ト リ ウ ム

（ ３ ６ ） 次 亜 塩 素 酸

（ ３ ７ ） 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム

（ ３ ８ ） ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル

（ ３ ９ ） 多 価 ア ル コ ー ル 脂 肪 酸 エ ス テ ル （ シ ョ 糖 ラ ウ リ ン 酸 エ ス テ ル ）

（ ４ ０ ） 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム ・ 銅 液 剤

（ ４ １ ） 銅 イ オ ン 水

（ ４ ２ ） パ ン ト テ ン 酸 カ ル シ ウ ム

（ ４ ３ ） ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル デ ン プ ン

（ ４ ４ ） プ ロ ピ レ ン グ リ ー コ ー ル モ ノ 脂 肪 酸 エ ス テ ル

（ ４ ５ ） 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム

（ ４ ６ ） 銀

（ ４ ７ ） 硫 酸 マ ン ガ ン

（ ４ ８ ） フ マ ル 酸

（ ４ ９ ） リ ン ゴ ﾞ酸

（ ５ ０ ） 酢 酸

（ ５ １ ） 第 三 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム

（ ５ ２ ） 1-オ キ シ -3-メ チ ル -4-イ ソ プ ロ ピ ル ベ ン ゼ ン

（ ５ ３ ） ホ ウ 素

（ ５ ４ ） ビ タ ミ ン B2

４ ． 過 去 の 合 同 会 合 に お い て 整 理 し て き た 特 定 防 除 資 材 の 要 件 か ら 、 特 定 防

除 資 材 に 該 当 し な い と 判 断 で き る 資 材 （ 区 分 Ｃ － ④ ： 2資 材 ）

（ １ ） カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク

（ ２ ） ナ イ ロ ン 不 織 布

５ ． 定 義 が 不 明 確 で 評 価 ・ 指 定 の 対 象 と な ら な い 資 材 （ 区 分 Ｃ － ⑤ ： 118 資
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材 ）

（ １ ） CSL （ コ ー ン ス テ ィ ー プ リ カ ー ； ト ウ モ ロ コ シ の 発 酵 過 程 で で き る 物 ）

（ ２ ） ア ガ リ ク ス

（ ３ ） 油 粕

（ ４ ） い ね 科 植 物

（ ５ ） エ ビ 類

（ ６ ） 貝 化 石

（ ７ ） 海 草

（ ８ ） カ ゼ イ ン

（ ９ ） カ ニ 類

（ １ ０ ） 柑 橘 類 （ オ レ ン ジ ・ グ レ ー プ フ ル ー ツ ）

（ １ １ ） ギ シ チ ャ ー

（ １ ２ ） 魚

（ １ ３ ） 魚 粉

（ １ ４ ） 鶏 骨

（ １ ５ ） 小 魚

（ １ ６ ） コ ト ニ ー

（ １ ７ ） 酒 粕

（ １ ８ ） 山 野 草

（ １ ９ ） ジ ー ク ン

（ ２ ０ ） 竹

（ ２ １ ） ト マ ト 果 実 及 び 葉 茎 等 の 残 さ

（ ２ ２ ） 灰 （ か ま ど の 灰 ）

（ ２ ３ ） 灰 （ 原 材 料 ： 野 菜 の 残 さ ）

（ ２ ４ ） 灰 （ 原 材 料 ： 野 草 ）

（ ２ ５ ） ヒ ノ キ 及 び ス ギ の 樹 皮 、 茎 あ る い は 枝 葉 の 破 砕 及 び 粉 砕 剤

（ ２ ６ ） マ ツ

（ ２ ７ ） 松 の 根

（ ２ ８ ） 黄 作 高

（ ２ ９ ） 活 性 炭 （ 原 材 料 ： 天 然 ゴ ム ）

（ ３ ０ ） 光 合 成 細 菌

（ ３ １ ） 酵 母 菌

（ ３ ２ ） 雑 穀

（ ３ ３ ） 山 鶏 根

（ ３ ４ ） 山 枝 子

（ ３ ５ ） 小 溝 樹

（ ３ ６ ） 植 物 油 脂

（ ３ ７ ） 青 草 （ 雑 草 や わ き 芽 、 ハ ー ブ な ど ）

（ ３ ８ ） 淡 水 藻 類

（ ３ ９ ） 竹 林 菌

（ ４ ０ ） 豆 粕 （ マ メ カ ス ）

（ ４ １ ） 南 天 星

（ ４ ２ ） 醗 酵 モ ロ ミ 残 渣 液

（ ４ ３ ） 微 生 物 培 養 エ キ ス

（ ４ ４ ） カ ツ オ の 魚 体

（ ４ ５ ） 活 性 炭 （ 原 材 料 ： 木 材 ）

（ ４ ６ ） 食 用 き の こ 菌
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（ ４ ７ ） そ の 他 の 糖 質 （ フ ル ク ト ー ス 、 マ ル ト ー ス 、 ソ ル ブ ル ス タ ー チ 、 デ キ ス ト リ ン ）

（ ４ ８ ） 多 糖 類

（ ４ ９ ） 天 然 ハ ー ブ 精 油 （ 食 用 以 外 の も の ）

（ ５ ０ ） ハ ナ ズ ボ ミ

（ ５ １ ） ふ す ま

（ ５ ２ ） 風 呂 の 残 り 湯

（ ５ ３ ） ミ ン ト 類

（ ５ ４ ） 魚 煮 出 し 分 解 濃 縮 液

（ ５ ５ ） 酵 母 エ キ ス

（ ５ ６ ） 20 数種の岩石

（ ５ ７ ） アルカリ性ビルダー

（ ５ ８ ）安定剤

（ ５ ９ ）オーシャンナーゼ

（ ６ ０ ）海洋深層水から作られた塩

（ ６ １ ）海洋堆積岩

（ ６ ２ ）各種ビタ ミン

（ ６ ３ ）各地から採取した土

（ ６ ４ ）過酸化脂質

（ ６ ５ ）キレート亜鉛

（ ６ ６ ）キレート鉄

（ ６ ７ ）酵素

（ ６ ８ ）鉱物質粉体

（ ６ ９ ）高分子ポリマー

（ ７ ０ ） コーゲンターゼ

（ ７ １ ）糖アルコール

（ ７ ２ ）食品添加物

（ ７ ３ ） スモーク油乳化剤

（ ７ ４ ）総合酵素

（ ７ ５ ）その他微量元素

（ ７ ６ ）炭素酸 （コークス、無煙炭 ）

（ ７ ７ ）直鎖アルキルベンゼン系

（ ７ ８ ）天然ワックス

（ ７ ９ ）粘土

（ ８ ０ ） ピーモア （ りん鉱石 ）

（ ８ １ ） ビ タ ミン類

（ ８ ２ ） ヒ ューミ ックアシズ

（ ８ ３ ） プラスチック

（ ８ ４ ）分散 /展着剤 （ ５％ ）

（ ８ ５ ）保存剤

（ ８ ６ ） ミネラル

（ ８ ７ ）やし油脂肪酸

（ ８ ８ ） ライフグリーン （天然石 ）

（ ８ ９ ）界面活性剤

（ ９ ０ ）鉱滓粉末

（ ９ １ ）香料

（ ９ ２ ）高級アルコール系界面活性剤

（ ９ ３ ）植物性界面活性剤

（ ９ ４ ）食品用界面活性剤
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（ ９ ５ ）洗濯の廃液

（ ９ ６ ）総合アミ ノ酸

（ ９ ７ ）炭酸塩有機酸

（ ９ ８ ）天然乳化剤及び乳化剤

（ ９ ９ ）廃油

（ １ ０ ０ ）非イオン性乳化剤

（ １ ０ １ ）微量要素肥料

（ １ ０ ２ ）防腐剤

（ １ ０ ３ ）有機酸

（ １ ０ ４ ）有機溶剤

（ １ ０ ５ ） タンパク質分解酵素

（ １ ０ ６ ）海水

（ １ ０ ７ ）核酸関連物質

（ １ ０ ８ ） カンフル液

（ １ ０ ９ ）ケイ素を含む鉱石

（ １ １ ０ ）脱酸素剤

（ １ １ １ ）中性洗剤 （ママレモン ）

（ １ １ ２ ）波動水

（ １ １ ３ ） ビ ターゼ

（ １ １ ４ ）有機ゲルマニウム

（ １ １ ５ ）パラフ ィン 、パラフ ィンワックス、ワックス

（ １ １ ６ ） セラ ミ ック水

（ １ １ ７ ）電子エネルギー水

（ １ １ ８ ）粘着剤




